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概 要
はじめに ～ 本研究の目的 ～
昨年度の報告内容の確認
受験結果も含めた再分析の結果
まとめ ～ 学習指導の改善に向けて ～
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はじめに ～本研究の目的～
理系進学を目指して物理を学習しているが，
基本的な概念の理解が十分でなく，
実際の現象に対する直感がはたらかない
生徒がいる。
本質的な物理の学力を充実させるための
適切な学習課題とは，どのようなものか？
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昨年度の報告内容
課題に対する意識の違いで，生徒を３類型に
分類できる。
実験を題材とした課題 vs 問題を解く課題
課題の提出数で各類型を２分割(計6類型)し，
学年末成績を比べると差のあることが判明。
詳細な分析で，成績(学力)向上に有効な課題
の在り方のヒントが得られるのではないか。
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成績との関係(2014)
類型別に，課題の提出状況と成績との
関係を分析
２年　学年末
A：半数以上(52) B：半分以下(42) 全体
実験派(39) ７１．７　(23) ６１．０　(16) ６７．３
中間派(27) ７１．９　(16) ５９．２　(11) ６６．７
問題派(28) ６５．８　(13) ６１．１　(15) ６３．３
全体(94) ７０．３ ６０．６ ６６．０
課題提出
＞
2年生の結果についての考察(2014)
実験派Aと問題派Aの成績の違いの原因は？
実験派A…「実験課題で学習内容を確認・復習」と
成績が相関
問題派A…「意欲が出る・役に立つ」と成績が相関
→ 実験派Aは，授業中に内容を理解
問題派Aは，復習して内容を理解
課題の内容をどうすれば良いか？
→ 授業中に十分理解できる実験と，
関連した問題集の良問をセットで提示
2理系進学希望者を再分析
2014年度3年物理選択者(85名)の内，2年時の調査で
分析に必要な全項目に解答した者(78名)を対象とする。
※ X：実験課題のポイントが高い
Y：２種類の課題のポイントが同じ
Z：問題課題のポイントが高い
※ 成績は偏差値に換算 7
合格率 課題H 課題L 平均
X 29% 57% 42%
Y 62% 40% 52%
Z 33% 33% 33%
平均 41% 44% 42%
数 合計
5 8 13
8 4 12
5 8
合計 16 17 33
3年
54.4 46.1 50.7
55.5 45.6 5 .2
53.2 44.8 48.0
54.5 45.5 50.0
2
5 7 8 5
2 3 0 9
1 0 9 7 2
3 9 6 0
人数 計
17 14 31
13 10 23
9 15 24
計 9 39 78
改めて，分析のカギを検討
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実験課題 問題課題
物理の学習が楽しくできる
物理の学習に興味がわく，意欲が出る
将来，物理を深く学ぶために役立つ
思考力や考察力をつけるのに役立つ
実・意欲 問・意欲
実・有効 問・有効
実・意欲 実・有効 問・意欲 問・有効
2年成績 0.18 0.50 0.32 0.21
3年成績 0.15 0.38 0.25 0.18
Peasonの
相関係数
分析結果(1)
9※ 評価は10点満点
問・意欲 問・意欲H 問・意欲L 平均
実・有効H 9.0 6.2 8.1
実・有効L 8.4 5.9 6.8
平均 8.8 6.0 7.5
実 有効
8 9 7 9 8
7 8 7 0 7 3
9 1 7 9 8
人数 問・意欲H 問・意欲L 計
実・有効H 27 13 40
実・有効L 14 24 38
計 41 37 78
分析結果(2)
10※ 成績は偏差値に換算
3年 問・意欲H 問・意欲L 平均
実・有効H 53.8 50.9 52.8
実・有効L 51.7 44.2 47.0
平均 53.1 46.6 50.0
2
54.6 51.4 53.5
52.3 42.7 46.2
53.8 45.8 50.0
合格率 問・意欲H 問・意欲L 平均
実・有効H 63% 54% 60%
実・有効L 43% 13% 24%
平均 56% 27% 42%
数 計
17 7 24
6 9
計 23 10 33
2年課題
9.4 7.4 8.8
6.4 4.9 5.5
8.4 5.8 7.2
実験
有効
問題
意欲 人数
大学
合格数 合格率 医歯 理 工 他
H H 27 17 63% 2 4 7 4
H L 13 7 54% 1 1 4 1
L H 14 6 43% 2 3 1 0
L L 24 3 13% 0 1 2 0
78 33 42% 5 9 14 5合計 or 平均
分析結果(3)
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※ 成績は偏差値に換算
2年
成績
3年
成績
実験
意欲
問題
有効
実験
復習
問題
復習
54.6 53.8 8.8 9.4 9.6 9.8
51.4 50.9 7.7 7.9 9.4 8.8
52.3 51.7 7.9 8.9 8.4 9.1
42.7 44.2 6.8 6.8 8.0 8.0
50.0 50.0 7.8 8.3 8.9 8.9
まとめ ～学習指導の改善に向けて～
〔理系進学希望者に対して〕
実験を題材とした課題
学習への興味づけではなく
・物理現象の本質が理解できるもの
・思考力や考察力がつくもの にする。
問題を解く課題
理解の程度に応じて
・理解を促進したり，復習になるもの
・学習への興味や意欲を引き出すもの にする。
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